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· 欠席者は必ず後日、確認しておくこと。

＜議事内容＞

1.褥瘡発生者の確認
2.勉強会
1.褥瘡発生者の確認

　東病棟　

・鈴木　徳美様～R2.7.9　仙骨部発生　0点→治癒
　　　　　　　　　R2.7.9　右踵部発生　19点→15点
処置： ブロメライン軟膏+ガーゼ保護
食事：ハーフ食（硬粥・キザミ）・ブリックゼリー3本/日（1-1-1）
摂取量：全量～数口
・下野　和生様～R2.7.30 左大転子部発生　13点→8点
　　　　　　　　　処置：ゲーベンクリーム+ガーゼ保護
　　　　　　　　　食止め中
現在褥瘡者　2名
　南病棟　
・甲地　茂子様～R2.4.20　左腸骨部発生　8点→3点　

　　　　　処置：イソジンシュガーパスタ+ガーゼ保護


　　　　　食事：経管栄養（ラクフィア　2-1-2）
・佐々木　由一様～R2.6.8　仙骨部発生　34点→33点


　　　　　　処置：イソジン消毒+テラマイシン軟膏+ガーゼ保護




　　　　　　食事：ハーフ食（ミキサー）・ブリックゼリー1日2本（2/3-2/3-2/3）　
摂取量：ムラあり、全量～数口




　　　　　　点滴2本/日

　
・本木　貞子様～R2.8.24　仙骨部～臀部発生　20点
　　　　　　　　　処置：ブロメライン軟膏6+ガーゼ保護（上部）
　　　　　　　　　　　　ゲーベン軟膏+ガーゼ保護（下部）
　　　　　　　　　食事：ハーフ食（ミキサー）・メイバランスミニ3本/日（1-1-1）
　　　　　　　　　　　　カロビタンゼリー2本/日（2/3-2/3-2/3）
　　　　　　　　　摂取量：数口～拒食
　　　　　　　　　点滴2本/日・抗生剤3本/日
・三上　ミヨ様～R2.8.24　左大転子部発生　10点
　　　　　　　　　処置：アズノール軟膏+ラップ保護
　　　　　　　　　食事：ハーフ食（菓子パン・ミキサー）・メイバランスミニ4本/日（1-2-1）
　　　　　　　　　摂取量：2/3～数口　
　　　　　　　　 　点滴1本/日
現在褥瘡者　4名
　西病棟　
現在褥瘡者　なし
　北病棟　

現在褥瘡者　なし

　南山苑　

・柳杭田　かつ子様～H31.3.4　背部発生　7点　良性肉芽90％以上。ポケットなし。

　　　　　　　　　　　処置：ゲンタマイシン軟膏+イソジンシュガー+ガーゼ保護+テーピング療法
食事：経管栄養（朝CZ2-昼MA1-夕MA2）
　現在褥瘡者　　1名

　南寿の里　

現在褥瘡者　なし

　南風苑　
　現在褥瘡者　なし
2.勉強会

「褥瘡予防具の使用方法」：関向さん
資料は勉強会資料のフォルダを参照して下さい。
次回の委員会は10月6日（火）16:00から病院2階会議室で開催予定です。

